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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：疥癬の予防と治療薬　　　　　　　　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・第7回院内研修
日時：12/14(木)、12/15(金)　17：30～18：30　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故発生時の報告と記録について考える　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修①

日　時：11月27日（月）～11月30日（木）の4日間
時　間：17：20～
場　所：病院2階　会議室
テーマ：「高齢者用アルコール依存症治療プログラムについて」
講　師：小川CP、小嶋SGM
対　象：看護職員
※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修②
日時：12/7（木）17：20～　　場所：2階　会議室
テーマ：「暴力対応」　　　講師：西村　将JGM
対象：看護・介護職員

※各自出欠予定を入力すること。

・インフルエンザの予防接種予定日について

日時：12/11（月）・19（火）15：00～16：00

場所：4階ユーティリティホール

料金：無料（予約制）

※接種予約は12/6（水）まで

　青陽館は業務の都合により、指定された日時に行えない場合には、12/11以降に2人1組のペアで予防接種を行うこと。
・勤務変更について

　11/30・12/1　菅原：年休　　　斎藤：ナイトケア→日勤　　　ナイトケア：慶長　
　12/7　工藤：デイケア→年休

・12/16～1/15勤務表に一部変更あるので、各自確認しておくこと。

・法人忘年会について

　日時：12/25（月）　18：30～21：00　　場所：八戸プラザホテル　本館

　不参加届→夜勤・遅番者以外は12/8（金）までに、夜勤・遅番勤務者は勤務表が発表され次第、SGM・AOMの捺印済みで提出すること。

提出先：精神領域　金子真子さん

　余興→エントリー受け付けは12/15（金）17：00までに、エントリーシートを提出すること。提出先：精神領域　金子真子さん

・浜辺信明様の医療観察法によるケア会議開催について

　日時：12/20（水）15：00～16：00　　場所：病院2階　会議室

・小嶋SGMが12/7（木）・8（金）・19（火）～22（火）不在となるため、物品発注など決済が必要なものは忘れずに行うこと。

・うみねこ幸房への食事発注について

　刻み食（小笠原キワ様、齊藤良宏様）の食数に変更あった場合には、二人の刻み食の形態が違うため、備考欄にキャンセルとなる利用者様の名前を記入すること。

・看護グループ内研修で12/13（水）に救急対応について行う予定となっている。毎月実施しているので、今まで参加していないスタッフは年度内に1回は参加すること。

・納会が12/30（土）に行われるので、当日出勤スタッフは参加すること。
・物品借用願の決裁ルートが、庶務→庶務TOL→TQM→IOOに変更となっている。
・デイナイトケア利用者がデイケア利用する場合について
　デイケア指示箋は小嶋SGMが代行申請済みで、12/1（金）より算定可能。
　デイケア日誌には名前と「○」（出席）を記入、デイナイトケア日誌には「－」と記載。
・指示箋の作成は小嶋SGMと慶長JGMが代行申請で行っていく。
・勤務表（1/16～2/15）を12/16（土）に提出予定としており、有給休暇の申請は早めに行うこと。

・年始行事でトイレットペーパーの芯を使うので、各フロアで捨てずに集めておくこと。

・浅坂政美様の対応について

12/1（金）より体験利用開始となっている。本人もとても緊張していると思われるので

温かく迎え入れ、無理に話をしようとはせず、少し様子を見ていて、落ち着いてきた頃

に話を聞いてみるようにする。

＜提出物＞

・11月月報～12/4（月）まで

・11月経過録～新書式をメールしてあるので、新書式に作成し、7日までにアップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。※医師の評価は必要ない

　作成する際に、担当スタッフ名を間違えないこと、既往歴を合併症に修正して記載すること、内容について症状・病識・服薬状況・病状の安定性など治療に関することは必ず記載すること。
・転倒・転落アセスメントシート、LASMI～2月が評価を行う月となっている。
＜利用者様情報＞

デイケア

・上村　正暁　様～11/27（月）に病院SWより、11/30（木）でデイケアを終了したいと本人が希望していたと情報提供があり、担当スタッフと面談を実施している。就労について現在、就労継続支援施設A型「ルピア」を体験利用しており、青葉地区の施設で体験利用しているが、人が多く周囲の視線が気になるとのこと。根城地区にも施設があり、以前見学した時には、青葉地区より人が少なく、そちらの方にも興味があり、次回体験利用時に根城地区での体験利用が出来るか確認する予定であるとのこと。主治医より月1度の通院を条件にしているとのことで、そのことに対しどう思っているかを聞くと「いや、まぁ先生が行けって言ってるから」と答えており、定期的な通院には消極的な様子が窺える。近況報告や生活での愚痴や不満等を、吐き出す場として考えてみるよう提案すると「そうですね」と答えている。利用開始時より、就労の希望が強く、結論を急ぐ様子がある為、自身の体調に合わせ焦らず進めていくよう伝えると「わかりました」と答えている。就労に専念したいという本人の希望により、月に１度の定期通院を条件に本日でデイケアを終了となる。
・曽我　泰庸　様～来所時より、表情の冴えなさがあり「食欲ないから食事はいらない」と昼食をキャンセルしようとしている。バイタル測定するが異常はなく、体調について尋ねると「なんでもない」と答えているが、居眠りしていることが多く、再度体調を尋ねると「少し横になりたい」と休養を希望しており、静養室にて休んでいる。休んだ後は「もう元気になった」と表情良く答えており、昼食を全量摂取し、自主活動中も居眠りなくすごしている。

・田端　香織　様～最近、作業療法や自主活動の時間が苦手だと話しており、やることがないと、頭痛、背部痛、胸痛が出現し、静養室を利用したり、早く帰りたいと話し、表情の険しさも見られることがある。本人がやりたいと思うもの（パソコンなど）はプログラム時間中行うようにしていく。

・鈴木　知子　様～本人より「行く気がしないから休みたい」と欠席の連絡がある。担当スタッフより、前回の来所が11月16日（木）であり、最終入浴日も16日であることを指摘し、入浴と顔出しのための来所を促している。本人より、「デイケアを辞めたい、家でゆっくりしてたい」「私は行かない方がいいと思う」と話しているが、入浴して顔出しのみの来所でも良いことを伝えると「いまから行こうかな」と話し、表情良く来所している。来所後、すぐに入浴しており、終えた後も表情良く過ごしており、落ち込むような発言も聞かれていない。
・阿波　諒祐　様～最近来所できていない為、母様へ電話連絡を実施している。最近の生活状況については「まあ、普段通り過ごしてますね」と話しており、大きな変化はなく過ごしているとのこと。以前、青森県発達障害者支援センター「ドアーズ」より紹介してもらった就労継続支援B型施設の利用について確認すると、精神障害者保健福祉手帳は交付されており、現在施設利用に向けた手続きを行っている段階と話している。手続きには時間が掛かると言われ、利用開始日などは未定とのこと。デイケアでも就労に向けた支援を行えることを伝えつつ、今後何か困ったことや問題が生じた際には連絡をしてほしいことを伝え電話を終了している。年度内様子を見て、2月頃今後の利用について判断していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所時よりマスクを着用して歩き回っており、マスクについて尋ねると「昨日もらった」とを話し、昨日と同じ物を付けている。体調については「鼻水が出るの」と話しているが、鼻水をかんでいる様子はない。外出要求は聞かれず、ドア付近に行くことは見られない。プログラムにも途中退席なく参加することは出来ている。今後も所在確認を徹底し、様子を観察していく。
・吉田　富秋　様～昨日以降の排便状況を確認するためスタッフから声を掛けると、穏やかに応対しており、朝結構出たと話しているが、「まだ出きってない」「腹はまだ張っている」とのことで、体調はあまり良くないと話している。下剤についてはあまり効かないと話す為、服用しながら様子を見つつ、医師へ相談してみるよう促している。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後は声高さや多弁さが見られ、同じ話を何度も繰り返して話していたとのこと。来所後は、「昨晩よく寝れたから気分穏やかに過ごせている」「他の人のことを親身に考えることができた」と話している。話し始めると話題が変わっており、スタッフより指摘している。今後も他者トラブルに注意し、適宜介入していく。
ナイトケア
・植村　廣隆　様～一昨日の面談内で来月末の東京への引っ越しに伴う転院の話があり、それに伴いナイトケアを終了する流れとなっているが終了予定日に関して希望が聞かれ、主治医へ報告しナイトケア終了の指示を頂いたため、昨日付でナイトケア終了となっている。
・村上　元道　様～昨日来所時、就労継続支援A型施設「レッドコンパス」の面接が12/25（月）に予定されているとのことで、面接に向け面接原稿を作成しながら過ごしている。うみねこ幸房施設長からの就労評価シートをもとに自身の得意分野・苦手分野を見つけ、自己PRの文章を共に検討している。面接に不安がある様子で、面接練習を実際に行って欲しいとの希望があり、原稿が完成したら行う予定としている。体調を崩さないよう気を付けながら面接に向けて準備を進めていくよう声をかけると「今んとこ大丈夫だよ。またよろしくね」と話している。
＜日誌の記載について＞

・その利用者様の名前を見なくても誰のことだかわかるように記載することは必要だが、だらだらと長い文章にするのではなく、情報の取捨選択をして、わかりやすくまとめて記載することを心がけていく。

